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真夜 中に 咲 く花
古ベ ン ガ ル 語

1）
の 仏教修行歌集 と吟遊詩人バ ウル の 口承詩

2）一

北 　 田 信

　仏教 修 行歌 集 「チ ャ ル ヤ ー パ ダ」 （チ ャ ル ヤ
ー

ギ
ー

テ ィ ）は ， 新期 イ ン ド ・ア
ー

リヤ 語 の 最 占の 資料 で あ る ． チ ャ ル ヤ ー パ ダ の 写 本 は 20 世紀 初頭 に ネパ ー ル で

発見 され た ．

　チ ャ ル ヤ ー パ ダ は 内容 的 に も大 変興 味 深 く 11 〜 12世 紀
3＞

に イ ン ド東 部 に 広

ま っ て い た 仏教 タ ン トラ ， 特 に ， そ の 性 交 修行 を扱 っ て い る
4）
． た だ し歌 詞 は ，

象徴 ・暗 号を用 い た 謎歌 に な っ て お り ， 教 団の 秘密の 教 えの 手 ほ ど きを受けて い

ない 我 々 部外者が ， 暗号 に よ っ て 隠蔽 され た秘儀的 な内容 を理解す る の は非常 に

難 しい ．

　性 交 修行 に お い て 修行者 は女性 の パ ー トナ ー と交接す る が ， こ の 際， 膣 内 に射

精せ ず ，
ス シ ュ ム ナ

ー 管 に 精液
5冫

を逆流 させ
， 頭頂 まで 引上 げる こ と に よ り，

修行 者 は 法悦 を得 る ．

　 チ ャ ル ヤ ーパ ダ の コ ー ド言語 を解 読す る た め の 手 が か りは 二 つ あ る ．
一

つ 日 は，

チ ャ ル ヤ
ー パ ダ写本 に記 載 さ れ て い る

， 仏教 徒 ム ニ ダ ッ タ （13世 紀
6）
）に よ る 梵

語 の 注 釈 で あ る ． こ れ は 13 世紀 の 仏教 タ ン トラ の 高 度 に 整 備 さ れ た理 論 に 従 っ

た 解釈 で あ る．

　 もう一 つ の 手が か りは
， 現代 イ ン ドの ベ ン ガ ル 地 方に い る バ ウ ル と呼 ば れ る 宗

教 的 芸 能集 団 で あ る ． 彼 らは ， 村 々 を 回 っ て 修行 歌 を演 奏 し なが ら 門 づ け ・托 鉢

を して 生計 を 立 て る 世 捨 て 人 で あ る． 「身体 は 小 宇 宙 で あ り ， 身体 に 神 が 宿 る 」

と信 じ， 身体 の 真 理 を体得 す る た め の 修 行 と して性 交修 行 を行 う． 彼 らの 修行歌

は謎 歌 とな っ て お り， 象徴 ・暗 号を多用 して 性 交 修行 の 奥義 を述 べ る．

　 バ ウ ル の 修行歌 に 用 い られ る象徴的暗号 とチ ャ ル ヤ ーパ ダ の 暗号 との 問 に は驚

くべ き類似 が 見 られ る． 千年程 の 時間の 隔 た りに もか か わ らず ，
バ ウ ル の 修 行歌

と チ ャ ル ヤ ー パ ダ の 歌 詞が 同一
の コ ー ドを 共有 す る 例 が 数多 くあ り， バ ウ ル は ，

チ ャ ル ヤ ー パ ダ を作 っ た 詩人 た ちの 末 裔 で あ る と考 え る しか な い ． バ ウ ル の 修行

歌 を
“
生 き た注釈

”

と して 使 うこ とが で き る ．
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　バ ウル に つ い て は 文化人類学者の フ ィ
ー ル ド研 究が進ん で お り， 彼 らの 修行法

に つ い て も， 具体 的か つ 詳細 に 知 られ て い る
7）
． バ ウ ル の コ

ー
ド言 語の 仕組 み に

つ い て も多 くの 研 究 が あ る
8）
． こ れ らの 研 究 は ， チ ャ ル ヤ

ー パ ダの 暗 号解読 に役

立 つ ．

　 しか し ，
上 記 ．二つ の 手が か りをも とに チ ャ ル ヤ

ーパ ダ を解読 して い くと ，

一
つ

の 問題 が 生 じる ． バ ウ ル を手が か りに して 導 き出 され た解釈が ， しば しば ，
ム ニ

ダ ッ タ注 の 解釈 と異 な る の だ． しか も ，
バ ウ ル の 解釈 の 方が チ ャ ル ヤ ー パ ダの 原

義に
，

よ り近 い と思 わ れ る場合 が あ る ．

　
一

例 と して チ ャ ル ヤ ー パ ダ 第 4 歌 の 第 1 連 ・第 2 連 を見て み よ う． 第 4 歌 は 性

交修行 を描 写す る ．

tiaddE　c峩pijoini　de　abkab51i ！kamala　kUliSa　gh的te　karahg　bi蕊li〃11！

joini　t5i　binu   anah τnajibami ！to　muha 　cumbi 　kamaまa　rasa 　pibami ！！21！

〈和訳
9）
＞

1． ヨ ーギ ニ ー よ 1三 角 （＝女性性器） を押 して 抱擁 ［して コ くれ．

蓮華 （＝女性性 器） と金 剛 C一男性性 器） を擦 る こ とに お い て ，夜 を 匸作 り］ なせ ．

2． ヨ ーギ ニ ー
よ ！君が い な い と僕 は刹 那た りと も生 き ［られ コな い ．

僕 は 君の 口 に キ ス して 蓮華の 蜜 ・ジ ュ
ース を飲 む． 〈和訳終 わ り〉

　 こ こ で 問題 に した い の は 第 2 連 「ヨ ー ギ ニ
ー よ 1君が い な い と僕 は刹 那 た りと

も生 き ［られ］な い 。 僕 は 君 の 口 に キ ス して 蓮華 の 蜜 を飲 む ．」で ある ． ム ニ ダ ッ

タ注 は こ れ を ， 「精液が ス シ ュ ム ナ
ー 管 を通 っ て 頭蓋 に到 達 す る こ とに よ り， 修

行者 は 頭 蓋の チ ャ ク ラ に 生 まれ る 法悦 を味 わ う」 と い う風 に 解釈 す る の で あ る ．

　 と こ ろが Gordon　White ［2003，
　pp．27−28］ は こ の 箇所 を ℃ Yogini

，
　without 　you　I

cannot 　live丘）r　a　moment ；having　kissed　your　mouth 匚vulva ］，
Idrink　the　juice　of 　the

Lotus，
”

と訳す． 性 交修行の 絶頂で 修行者 は女性パ ー トナ ー の 性器 か らの 分 泌液

を経 凵摂 取 した
，

とい うの だ
1 

．

　 ホ ワ イ トは 主 に シ ヴ ァ 派 の 文献 を用 い て い るが ， 実 はバ ウ ル の 歌詞 に も類似 す

る 表現 が 用 い られ て い る ． そ れ は 次 の よ うで あ る ，

1．
“
花

”

　「経 血」 （rajas ）の こ と を梵 語で 「花」 （pu＄pa） と も呼 ぶ が
ID

，バ ウ ル は こ の 表現 を受

け継 い で 「花」 （ph且の と呼 んで い る．バ ウル の 修行歌 にお い て ，ヨ ー 二 が 「八 弁の 蓮華」

（a 遡 dal」 padma ） 「ラー ダ ーの 蓮華」 （ridha −padma ）「ヨ ー こ の 蓮華 」 （yoni−padma ）な ど

と呼ば れ る こ とが あ る
エ2）

．
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2．
“

ジ ュ
ース

”

（Skt．　rasa 　／　Bengali　ras
’

）

　バ ウ ル の 研究者 U ．Bha 嫗 c且rya 　1980，　p．374 に よれ ば，バ ウ ル の コ ー ド言語 にお い て
“
蜜 ・

ジ ュ
ース

”

（rasa ） は
“

経血
”

を意味 し，
“

ジ ュ
ース （rasa ）を飲む

’“
とい う表現 は

“
男女

が ， お互 い の 性器 か ら分 泌 され る液体 を飲 む
”

こ との 象徴 的 な表現 だ ， とい う．

U ．Bha ＃垣c5rya ，1980，　p．396；p．764：

Haufe 　G6ssil3＞作の 修行歌の
一一節

prem
「

　sukh
’dbir’

，　k卿 a　ras 且k且r’

，　rasan 　5te　tEr「 kara　asb互dan ’
　！

se　ye　yog 訌yogLsthale　m 口｝…il
’

patho　cale ，　sahaj
’−kamale　sudh 互

一bariSa4’　1！

〈和 訳〉愛 （プ レ ーム ） は快 楽の 扉． ク リ シ ュ ナ神 は ジ ュ
ース （＝経血 ） と い う形 を持

つ
14）

．そ れ を舌で 味 わ え． ／そ れ は 交合 の 場所 で
， 蓮 の 茎 と い う道 を通 っ て 行 く．サ

ハ ジ ャ （倶生 ）の 蓮華 に 甘露の 雨 ［が 降る ］．

歌 の 番 号 275

indu　bindu−gati　sada 　birSjaY’1jibe　llalli　jane　sadhu −santa 　cene ！rasLp5ne 　janc　tarA　amrta −seban
’

〃

〈和訳 〉滴 （＝ 精 液）の 到 達 点 で あ る 月 （＝ 頭 蓋 ）は常 に輝 く．／ ［聖 人 た ち は ］サ ー ドゥ

もサ ン トも生 涯 ， 知 る こ とは ない ．／ ジ ュ
ー

ス （＝ 経血 ） を飲 ん で ［初 め て ］彼 らは甘

露 の 味わ い を知 る ．

同書 397 頁 に 引用 され る 歌 詞 は 次 の よ うで あ る ．

bindu−p…inl　karile　sab ¶haY’

　bairEgi　f　〈和訳〉適を飲め ば皆 ， 離欲者 に な る．

“
滴

”

（ビ ン ドゥ ） は 精 液 の こ とで あ り，
こ の 詩句 は 精液 の 経 ロ 摂取 を述べ て い る ．

U ．BhattZcArya，
　1980，　pp．397−398は次 の よ うに 述べ る

15）
．

「こ の 3 日間
16）

の 儀式 に は
， 流派の 違い

， 地方の 違 い
， そ して グ ル の 違 い に よ り，細 か

い と こ ろで は い くらか相違 が ある ． ある地方 の パ ウ ル た ちは こ の 日 ， 経血 と精液 を混ぜ

て飲 む， こ れ を彼 らは
“
ラサ とラ テ ィ の 出会 い

”
と呼ぶ ． こ の 男女両者 の モ ノ を摂取す

る こ との
・
定 の 式次 第 を，彼 らの 多 くの 者 が守 っ て い る．両者 の 側 で ，修行者 の 男女 は，

凵で 吸 っ て t お 互 い の モ ノ を受け取 り，混合 して 飲 む こ とに な っ て い る． これ が 決 ま り

で あ る
17）

． こ れ は 彼 らの 極 め て 秘 密の 事項 で あ る ．」

　 こ の よ うなバ ウ ル の 表現 を参考 とす る な らば ， チ ャ ル ヤ
ー パ ダ の 聞題の 箇所 の

“
蓮 華

”
は

， 女性 性 器で あ り，

“
蓮華 の 蜜

”
は 経血 を指す ，

と考 え られ る ．

　
“
蓮 華

”

（kamala，
　padma ）が 「蓮華 ＝ 女性 性器 ／経血 」を指す と思 わ れ る 箇所は チ ャ

ル ヤ
ー パ ダ の 他 の 歌詞 に もあ る． 例 え ば 第 27歌 は 「夜 の 間ず っ と蓮 華が 開花 し

続 け る 」 と い う不 思 議 な 文句 で 始 ま る が ， 真夜 中 咲 き続 け る ロ
ー タ ス の 花 とは

，

お そ ら く月経 を迎 えた女性 性器 ， あ る い は そ こ か ら分泌 され る 血 液 を さす と考 え

られ る ． こ の
“
花

”
は ス シ ュ ム ナ

ー 管 を ゆ っ く りと漂 っ て い く
18）

．
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　ム ニ ダ ッ タ は
，

チ ャ ル ヤ ー パ ダの 簡潔な表現 の 中 に
， 彼自身の 時代 の 整備 され

た複雑な修行体系 を読 み 取 ろ う とした． Shashibhushan　Dasgupta な どの 従来の 学

者 は ， チ ャ ル ヤ
ー パ ダ を解読 す る際 に ム ニ ダ ッ タ注 に依拠 した ． こ れ らの 学者 た

ち は ，
バ ウ ル の 実 践 す る修行 を，仏 教 タ ン トラ の 高度 な修 行体系 の 〈崩 れ た 形 〉〈退

行 した形 〉で ある
，

と見 なす． 梵語の 高度な理 論体系 を基に 古ベ ン ガ ル 語の 修行

歌 が 作 られ
，

そ して そ れ が 千 年の 問 に 退 化 して
， 今 日の バ ウ ル 歌謡 に な っ た

，
と

考 え る わ けで あ る ．

　 しか し
， 逆の 方向の 説 明 も可能 で あ る よ うに 思 わ れ る． 11 〜 12世紀 頃 に イ ン

ド東部 に
， 民 間の ⊥ 着的 な修行法 と して

， 性 交修行が 広 ま っ て い た ． こ れ を行 う

集 団 は ， 今 日の バ ウ ル の よ うに ， 民衆語 に よ る修行歌 を演 奏 し ， 放浪 した ． ム ニ

ダ ッ タ の 梵語 に よ る複雑 な理 論付 けは
， 後か ら と っ て つ けた 過大解 釈 で ある ， と

私 は推理 す る． とに か く，
バ ウ ル の 象徴 的表現法 をチ ャ ル ヤ ーパ ダの 歌詞解釈 に

当て は め る こ と に よ っ て
，

チ ャ ル ヤ ー パ ダ の 内容 を よ り具体 的 に 把握 で きる 場合

があ る． こ うして 新期 イ ン ド ・
ア

ー
リア語 の 言語 史 を研 究す る 上 で 第一 級 の 資料

の ひ とつ チ ャ ル ヤ
ー パ ダの 解 読 を， 現 代ベ ン ガ ル の バ ウ ル の フ ィ

ー
ル ド研 究 の 成

果 を利用 して
， 推 し進 め る こ とが で きる

19〕
．
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White，　David　Gordon ；Kiss　of 　the　Yogmi ．
“Tantric　Sex

”
in　its　South　Asian　Contexts，　Chicago！

London ：The　Ullivcrsity　of 　Chicago　Press．2003

1） よ り厳密 には 新 期イ ン ド ・
ア

ー
リア 語 の 東部方言の 古形．

2）本稿 は北 FFI　2008A ，
　pp．258−260の 内容 を さ らに深 め た もの で ある ． な お， 本論文 の

　内容に つ い て 森雅秀先生 よ り大変貴重 な御意見 をい た だ い た． こ こ に深 く謝 意 を表す

　 る．

3） こ の 年代 の 推 定方法に は 問題 が ない わ けで は ない ，チ ャ ル ヤ
ーパ ダ の 成立 年代 に つ

　い て は北 田 2008A ，
　p．236を参照 せ よ．

4 ）RP ．　Das　1996
，
　pp．128− 129，

止b。tnote　2、チ ャ ル ヤ ー パ ダ の 性 交 修行 に つ い て は S蜘 h駟

　1969， p、52ffの 議論を参照 せ よ ．

5 ）あ る い は 経血 （愛液） と精液の 混合物． （Cfl　R ．P．　Das　1992，　p．391，§ 3）

6 ）　Cf．斗匕田 2008A，p．236．

7 ）　U．Bhag垣carya 　1980，
　p．369ff．ホ寸瀬 1995．

8 ）R ．P．　Das　1992．

9）便宜 的に KVEerme　1986に従 う．

10） C £ White　2003，　p．74；p．99 （rajapina ）；p．87　ff．（olゴbetel’ and 　
’
camphori 　in　the　Cary五pada）．

1D サ ン ス ク リ ッ トの ラ ジ ャ ス と い う語 も 「花粉」 を意味す る ．

12）U ．Bhattacarya　1980 ，
　p．374 の 記述 は 瞹昧で

，
こ れ らの 語 が 女性性器 （ヨ ー 二 ）そ の も

　 の を指すの か ， そ れ と もヨ ー 二 に 咲 く花，す なわ ち経血 を指すの か ，は っ き りしな い ．

　 「八 枚 の 花び らの ハ ス の 花 」 は ， な ん らか の 実体 ，すな わ ち女性性器 （あ る い は女性

　 性器 内に 想定 さ れ る チ ャ ク ラ） を指 して い る と思 わ れ る ． タ ン トラ で 女 性 性器 が 様 々

　 な花 に 喩 え られ る こ とに つ い て は White 　2003
，
　p．115ffを参照せ よ．

13） U ．Bhatt五c巨rya ．1980，　p．766の 伝記 に よ れ ば
，

ベ ン ガ ル 歴 1202年 ＝西暦 1798年生 ， ベ

　 ン ガ ル 歴 1317年 ＝西暦 1913年没．

14） U ．Bha傾 c 訌rya 　1980 は こ の 詩句の ras
’

を経血 と解 して い る ． しか し ， 文脈 に よ っ て は

　 ras
，

が精 液 を指 す こ と もあ る （cf．　R ．P．　Das 　l992
，
　p．397，　footnote　54；　p．399，§ 12）．こ こ に

　 引 い た Haufe　G6saiの 歌 で も， ク リ シ ュ ナ は 男性原理 が 取 る 形 態 と して の ras
’

は 精液

　 で あ る と解 し た方が 妥当 な よ うに 思 う．

　　 しか しヒ ン デ ィ 語 の ハ タ ・ヨ ー ガ 文献 Gorakhbani （1994 ，
　p．2 ，

　Verse　2）に は p互t且la　ki

　gamga　brahm五mda 　cafhaiba 　／　tah5　bimala　bi皿 ala 　．i　ala　piya「（大意）地 獄 （＝マ ニ プー
ラ

・
チ ャ

　 ク ラ）の ガ ン ジ ス 川 （≡ク ン ダ リ ニ ー
）はブ ラ フ マ ン の 卵 （＝頭 頂の ブ ラ フ マ ン の 穴）

　 に 昇 り， そ こ で 澄 ん だ水 （＝甘露）を飲 ん だ」 とあ る． つ ま り， 甘露 は 頭頂 の チ ャ ク
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　 ラか ら分泌 さ れ る こ とにな り，
ム ニ ダ ッ タ注 に

一
致する．

正5）U ．Bha し頃c翫ya　1980，　p．397．

16）女性パ ー トナ ーが 月経 を迎える 3 日間．

17） C£ 　R．P．　Das　1992
，
　p．418， §42：　

“
匚…］avery 　secret 　Baul　ritua晝

，
　namely 　the　imbiding （grahOp ）

　 ofthe 　f（川 r　
“
moons

”
　menstrual 　blood

，
　semen

，
　urine

，
　and 　stoo ］

”
．

18） 「水 面を漂 う花 の よ うな経血 」 とい うイ メ ー ジは 19 世紀 に 活躍 し た バ ウ ル の 大詩 人

　 ラ ロ ン ・フ ォ キ ル の 詩 に もある ． （U ．　Bhattacdrya　1980
，
　p．623 （no ．128）；大 西 1986，　p．44）

　彼 は 「原 初 の 水 の 中 ， そ の 花 は 両 岸 を漂 い わ た る （大西 訳）」 と歌 う．
峰
原 初 の 水

TP

　 （k江rapLb 五ri）とは 「月経の 分泌 液」 の 隠語で あ る ， （Cf．　U．　Bhattacarya　1980
，
　p．374）

上9） もち ろ ん
， チ ャ ル ヤ ーパ ダの コ ー ド言語 が 10GO 年 を 隔て た バ ウ ル の 凵承文 芸 に お

　 い て ，
ほ ぼ形 を変 えずに用 い られ て い る

，
とい う現 象 を， さ ら に深 く論 じる 必要が あ

　 ろ う． 口承文芸 の 個 々 の 作品 （テキ ス ト）は刻
一

刻 と形 を変 えて い くの に ， そ の 背後

　 に あ る吟遊 詩 人 た ちの 作 詩法 ・表現 法の 方 は姿を ほ とん ど変 えずに ， 何 百年 も伝 え ら

　 れ て ゆ く．

〈キー
ワ

ー ド〉　 チ ャ ル ヤーパ ダ，新期 イ ン ド ・
ア

ー リア 語 ，
バ ウル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （財 団法人東方研 究 会研 究員）

新刊紹介
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